
小松教区教化テーマ「このままでよいのだろうか。～出遇おう、ほんとうのいのちに～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● いのちを育むプロジェクト「子ども報恩講」開催 
12月 19日に常磐会館でいのちを育むプロジェクト「子

ども報恩講」が行われました。コロナ禍の中であっても 11

人の子どもたちが参加してくれました。内容は正信偈を勤

めた後、日野暁洋さん（蓮光寺）による法話があり、「い

のち」についてのお話をいただきました。その後、例年な

らば、みんなで作ったお米で作る精進カレーがお斎として

ふるまわれるのですが、お斎が中止となったので、子ども

たちには最後に参加賞のお菓子と一緒にお米を持って帰っ

てもらいました。昨年は新型コロナウイルスの影響によ

り、まさに激動の 1年でした。この影響は今年も続きそう

ですが、負けることなく活動していきたいと思います。

2020年、お世話になった皆さま、本当にありがとうござい

ました。2021年もよろしくお願いします。  

          （報告：青少幼年教化部門実行委員 佐々木 浄浩） 
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『十七条憲法』聖徳太子 

お勤めの様子 

ペタンクで遊びました。 

 



慶讃テーマ「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」 

 

● 教区新年互礼会開催 

1月12日（火）、新年互礼会を開催しました。今年は新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止のため、対象者を役職者のみと

し、ホテルでの会食ではなく、教務所で十二日講にお参りいた

だいた後、役職者から新年の挨拶を頂戴しました。 

保木教務所長の挨拶の後、能邨教区会議長、西田教区門徒会長、中田参議会議員よりそ

れぞれ挨拶をいただきました。 

来年は大勢の皆様と懇親を深めることができることを願っております。 

(報告：小松教務所書記 山本由惟) 

 

  

●蓮如上人御忌法要兼十二日講 
  ◇ 日 時  ３月１２日（金）９：３０から１１：３０ 

  ◇ 会 場  常磐会館（小松教務所） 

  ◇ 講 師  加藤 彰教 氏（小松教区 林西寺） 

  ◇ その他  出仕者は一部役職者に限定させていただきます。 

また、今回は女声合唱団「沙羅の花」の出演は中止いたします。 

●秋安居 
  ◇ 期 間  ３月１７日（水）１３：００～１８日(木)１５：００ 

  ◇ 会 場  常磐会館（小松教務所） 

  ◇ 講 師  田代 俊孝 氏（仁愛大学学長） 

  ◇ 対 象  真宗大谷派教師・僧侶 ※どなたでも聴講は可能です。 

  ◇ 申 込  事前申し込みが必要です（詳細はチラシを参照ください） 

  ◇ その他  三密を避けるため、1回の講義時間を短くし頻繁に換気を行います。 

●教区 花まつり 
  ◇ 日 時  ３月３１日（水）９：３０から１１：３０（予定） 

※詳細は未定です。来月末教務所たよりに同封するチラシをご確認ください。 

 

 

Ｑ：相続講金を納めていた父親が亡くなりました。相続講台帳はどのようにすれば良いですか。 

Ａ：法義相続・本廟護持の相続講にご尽力いただきありがとうございました。 

  まず、亡くなられた方の台帳はそのまま残ります(2021 年 1 月号参照)。台帳をそのま

ま残すのか、それとも半額で引き継ぐのかは、各在所の世話方さんと相談してお決め

ください（万が一、世話方不在の場合は教務所までご相談ください）。 

  大切な事は相続講をお父様から引き継ぎ、またご自身の後継の方に引き継いでいくこ

とです。皆様の相続講によって教えを聞く場が開かれ、そこで教えをいただく人たち

によって真宗本廟（東本願寺）が支えられていることをご理解いただき、今後も相続

講にご尽力いただきたいと切に願っています。 （文責：小松教務所主計 菴原憲行） 

能邨議長挨拶 
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● 寺報作成支援について 

このたび、しんらん交流館ホームページ（浄土真宗ドットインフォ）で

寺報作成のノウハウを紹介した特設ページが公開されました。わかりやす

い解説に加え、すぐに活用できる雛形を各種掲載し、手書きの寺報にも対

応しています。ぜひ、ご活用ください。 

● 正信偈書写本リニューアルのお知らせ 

このたび、正信偈書写本がリニューアルされました。2023 年の慶讃法要を同

朋唱和にてお勤めすることを願い、慶讃法要で用いられる和讃も収録されてい

ます。書写後はお好きな色の綴じ糸で和綴じにし、ご自身の勤行本として使用

できます。ご入用の方は教務所までご連絡ください。    【1冊 2,000円】 

● 教化リーフレット「お講」「相続講」の配布について 
教務所たより 11月号でお知らせした教化リーフレットのうち「お講」・

「相続講」につきまして、皆さまに手に取っていただけるよう、今月・来月

に分けて各組門徒会に配布させていただきます。ぜひご覧ください。 

※「教化テーマ」は残部少数につき配布いたしません。ご入用の方は教務所にご連絡ください 

● 教務所職員の退職について 

村中美保事務嘱託が 2020年 12月 31日付で退職いたしましたので、お知らせします。 

退 職 村中
むらなか

 美保
み ほ

 事務嘱託 

この度、2020年 12月 31日をもちまして退職させていただくこととなりました。 

2017年 4月より小松教務所にお世話になり、小松教区の皆様のご指導のおかげで、在職

中、大過なく勤務することができました。本当にありがとうございました。 

教務所では普段の生活では出会わない人との出会いや、初めて知る事など沢山勉強させて

いただきました。 

また、自分をみつめなおす機会もいただきました。 

こちらで学ばせていただいた経験を生かして、これからの人生にチャレンジして参ります。 

今まで、本当にお世話になりました。心より感謝を申し上げます。 

末筆ではございますが、教区の皆様の益々のご発展と、ご健勝、ご活躍を、心よりお祈り

申し上げます。 

寒さも厳しくなってきました。風邪などひかないようご自愛下さい。 

村中事務嘱託より、教務所に玄関椅子３脚を寄贈いただきました。教務所

玄関及び常磐会館入り口に設置しておりますので是非ご活用ください。 



慶讃テーマ「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」 

【粟 津 組】 中止 【苗 代 組】 中止 【板 津 組】 未定 

【徳 橋 組】 中止 【北板津組】 中止 【十日講組】 中止 

小松教区 月間行事予定表 【２０２１年２月】 

 教区・常磐会館・教務所  本山・連区・関係団体・その他  

1 月 
大谷婦人会支部長会 13：30 

青少幼年教化部門会議 16：00 

 

 

2 火 教化本部会 15：00  

3 水  全国駐在会（WEB会議） 13：30 

4 木 教区改編委員会 15：00 全国駐在会（WEB会議） 13：30 

5 金 推連協理事会 10：00  

6 土   

7 日 
日曜講座 9：30 
  講師 安本 知子 氏（小松教区 本光寺） 

 

8 月   

9 火   

10 水   

11 木   

12 金 

十二日講 9:30  
  講師 大窪 康充 氏（金沢教区 浄土寺） 
組門徒会長会 十二日講終了後 

 

 

 

13 土   

14 日   

15 月   

16 火 真宗本廟収骨代行（本山へ上山）  

17 水   

18 木 

同朋の会新年聞法会 13：30 
  講師 多賀 英樹 大聖寺教区駐在教導 
坊守会基礎学習会② 13：30 
  講師 滋野井 光 氏（小松教区 稱佛寺） 
同朋の会講師会学習会 15：30 

 

19 金  若者教化教区代表者協議会（WEB会議） 13：30 

20 土 
社会教化研修会 道綽① 14：00（WEB・来所兼修） 

  講師 藤原 智 氏（教学研究所助手） 
小松大谷高校卒業式 10：00 

 

21 日 
日曜講座 9：30 
  講師 田中 昭徳 氏（小松教区 淨昭寺） 

 

 

22 月   

23 火 同朋の会講師会奉仕団［本山］ ～24日  

24 水   

25 木   

26 金 地方協議会 ［大聖寺教務所］ 15：00  

27 土 
社会教化研修会 道綽② 14：00（WEB・来所兼修） 

  講師 藤原 智 氏（教学研究所助手） 
 

28 日   

※ 教務所では「法要・聞法会開催のためのガ

イドラインに基づき、コロナウイルス感染防

止対策を徹底しております。 

※ 行事や会議等に参加・出席される場合は

必ずマスクを着用ください。 

本山への収骨代行で教務所にお預けいた

だいた御遺骨を安置して、共に正信偈の

お勤めをいたします。

講題：コロナ問題から問われる私たち 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、変更の可能性があります。 
詳細は教務所または各主催団体へお問い合せください。 

各組の 

お講など 

講題：どのように念仏すればと問われて 

 

講題：なぜお経をいただくのですか 

 


